
少年の主張 愛知県大会を通して 
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全校出校日を終え、３年生が午後から参加した「少年の主張愛知

県大会」。幸田町で初の開催となるこの大会に町内３中学校の全３年

生が参加者として、１４名の各地区からの代表者の主張を聴く機会

がもてました。県内２３０校、３０，９４７名の応募の中から選ば

れた代表生徒の発表は、どれもが心に響く言葉や思いに溢れていま

した。「Coda（コーダ）である自分」「不登校の妹をもつ自分」「『や

ばい』言葉の便利さと危うさ」など、自身の身近にある問題に目を

向けて切実に語っていました。私自身が感動すら覚えたこの主張で

すから、同世代の３年生の皆さんにとっては、さらに心に突き刺さ

るものであったと推測できます。同じ中学生が、あんなに真剣に考

え、思いを伝える姿を直接聴くことができる体験は稀有なものだと

思います。それは、３年生のみなさんがそれぞれの主張を聞く姿

勢、態度から私は感じていました。会場の最上段に座っていた私

は、前にいる幸中生、南中生、北中生全員を見渡すことできました

が、その誰もが身動き一つせずに聞き入っていました。そして、主

張が終わると大きな拍手を送ると同時に、すーっと肩の力が抜けて

いました。そして、また主張が始まると、ピーンと張りつめた空気

が生まれ、静かに、そして緊張感をもって聴いている様子が伝わっ

てきました。 

私にとっても初めての機会でしたが、ぜひまた聴いてみたい。中

学生の真剣な思いに触れてみたいと感じた大会でした。素敵な時間

を３年生の皆さんと共有できたことをとてもうれしく思っていま

す。 
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